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１．はじめに  
 大阪府高等学校生物教育研究会の指標生物調査

委員会では、2008年夏に２つの方法で、高校生なら
びに生物科教員による河川の指標生物調査を実施

した。 
２．Ａ法調査(アンケート法による調査) 
Ａ法では、高校の生物の授業で、生徒にマークカ

ードを渡し、６月に各自の自宅周辺で生物調査を行

わせた。25校5293名から回答が得られた。ウシガエ
ルは2003年調査よりも確認率が低いものの、1994
年夏の渇水による減少から回復し、安定した分布状

態が保たれている。イモリの確認率は上がったが、

実際の分布に大きな変化はなく、高校生の自然体験

の減少による誤認率の増加を疑わせる結果となっ

た。しかし、両生物の分布には、近年の地球温暖化

やカエルツボカビの侵入の影響は感じられなかっ

た。アメリカザリガニでは、ウシガエル同様の回復

傾向は見られたが、確認率は1989・90年の状態まで
には回復していない。ホタル類は、近年確認率が

徐々に上がっており、各地の上下水道局や市民団体

の活動などが影響したものと思われる。 
３．Ｂ法調査(実地調査) 
Ｂ法では、高校理科教員および生物部員による河

川指標生物の実地調査を行った。調査対象生物は、

(1) サワガニ (2) カゲロウ･カワゲラ類 (3) トビ
ケラ類 (4) ヘビトンボ類 (5) カワニナ類 (6) 
ミズムシ (7) ヒル類 (8) サカマキガイ (9) イ
トミミズ類 (10) 赤いユスリカ類 の10の生物・生
物群であり、同時に、ａ．ＣＯＤ(化学的酸素要求
量) ｂ．アンモニア態窒素 ｃ．リン酸態リン ｄ．

亜硝酸態窒素 の４種類の化学的水質についてもパ
ックテストによる簡易水質検査を実施した。府下1
6校(一部教員や生物部員のO.B.を含む)が参加し、1
94地点・200回の調査を行った。生物相の変化はあ
まり見られなかったが、2003・04年に極端に減少し
ていたヘビトンボ類に若干の回復が見られ、サカマ

キガイは激減した。化学的水質は、水質汚濁が著し

い地点は減少したが、それ以外の地点の状況はあま

り変わっていない。河川改修や下水道の普及に伴い、

極端な汚濁の地域は少なくなったものの、中程度の

汚濁が見られた地域での水質改善は進んでいない

と感じられた。 
 また、10の生物・生物群の調査結果に基づき、各
調査地点の水質階級(４段階)を算出した。生物的水
質階級の判定では、おおむね府北部で良好な水環境

が維持されているが、大和川水系などでは相変わら

ず生物相が回復する水環境には至っていないこと

がわかった。 

 

調査年度 1988・89 1994 1995 1996 1998 1999 2003 2004 2008 
サ ワ ガ ニ ３３ ３５ ３４ ３９ ３３ ３５ ３０ ３１ ３９ 
カゲロウ・カワゲラ類 ‐ ６３ ６２ ６８ ６８ ７２ ５６ ５２ ５７ 
ト ビ ケ ラ 類 ‐ ４９ ４７ ５７ ６０ ５７ ５０ ４９ ５６ 
ヘ ビ ト ン ボ 類 ３９ ３６ ３０ ３８ ２３ ２５  ６ １０ １６ 
カ ワ ニ ナ 類 ４７ ４３ ４０ ４２ ４７ ３２ ３２ ２９ ４５ 
ミ ズ ム シ ４３ ２３ ２４ １８ ２０ ２２ ２８ １５ １９ 
ヒ ル 類 ５３ ３２ ３５ ３２ ２８ ３０ ３７ ３０ ４０ 
サ カ マ キ ガ イ ‐ ２８ ２１ ２７ １５ １３ １５ １７ １２ 
イ ト ミ ミ ズ 類 ４７ ３０ ２２ ２４ ２７ ２１ ３７ ３３ ３０ 

 

赤 い ユ ス リ カ 類 ３６ ２３ ２１ ２９ ３１ ３３ ２２ ２４ ２７ 

 

  表１ 調査年ごとの地点別確認率の推移(Ｂ法調査，％)  ‐は調査を実施しなかったことを示す。 
 
            本調査に際し、(財)武田科学振興財団の高等学校理科教育振興奨励金ならびに

(財)河川環境管理財団の河川整備基金の助成を受けています。 
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